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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月11日(2018.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面内に配置された光センサのセンサアレイであり、各光センサがルミネセンスを感知
するセンサアレイと、
　４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーであり、それぞれが４つの側面と第１の
端面及び第２の端面とを有する長方形プリズムであり、それぞれが別のシンチレーション
バーの側面にそれぞれ対向する２つの側面を有し、それぞれが、受光したガンマ光子と相
互作用するのに応答して光シンチレーションを生成する、４つの実質的に同じシンチレー
ション結晶バーと、
　前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーの対向する側面の間にそれらと隣接
して配置される第１の平面内に配置され、前記第１の端面に隣接する光共有部分、及び前
記第２の端面に隣接する反射部分を有する第１の層と、
　前記第１の平面に直交する第２の平面内に配置され、前記４つの実質的に同じシンチレ
ーション結晶バーの対向する側面の間にそれらと隣接して配置され、前記第２の端面に隣
接する光共有部分、及び前記第１の端面に隣接する反射部分を有する第２の層と、
　前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーのうちの１つのシンチレーション結
晶バーの相互作用深さ推定値を、前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーのう
ち互いに対角線上にあり、かつ前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーのうち
の前記１つのシンチレーション結晶バーに対向する２つのシンチレーション結晶バーの感
知されるルミネセンスの比に基づいて、検出された事象から推定する、前記センサアレイ
に接続された信号処理ユニットと
　を含む、光子検出器。
【請求項２】
　他の実質的に同じシンチレーション結晶バーのうちの１つのシンチレーション結晶バー
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の表面に対向しない前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーの側面に隣接して
配置されてそれらの側面を覆う、反射性の第３の層
　をさらに含む、請求項１に記載の光子検出器。
【請求項３】
　前記第１の層の前記反射部分及び前記第２の層の前記反射部分が、反射フィルムを含み
、前記第１の層の前記光共有部分及び前記第２の層の前記光共有部分が、前記隣接する対
向する表面を互いに光学的に結合する、請求項１に記載の光子検出器。
【請求項４】
　感知されるルミネセンスの比を相互作用深さの対応する離散値と関連付ける、前記４つ
の実質的に同じシンチレーション結晶バーについての値を記憶する参照テーブル（ＬＵＴ
）をさらに含み、
　前記信号処理ユニットが、記憶された前記値を使用して前記相互作用深さを推定する、
請求項１に記載の光子検出器。
【請求項５】
　前記信号処理ユニットが、
　前記センサアレイによって感知されるルミネセンスを示す信号を受信し、前記４つの実
質的に同じシンチレーション結晶バーからの前記感知されるルミネセンスに基づいて前記
検出された事象の総エネルギー値を決定し、及び／又は
　各検出された事象について総エネルギー値、時間値及び位置識別子を生成し、前記位置
識別子が、相互作用深さ推定値と、前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーの
うちの前記１つのシンチレーション結晶バーの位置とを含む、
　請求項１に記載の光子検出器。
【請求項６】
　前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーのそれぞれについて、前記４つの実
質的に同じシンチレーション結晶バーのうち、互いに対角線上にあり、かつ前記４つの実
質的に同じシンチレーション結晶バーのうちの前記１つのシンチレーション結晶バーと対
向する他の前記２つのシンチレーション結晶バーからの感知されるルミネセンスの較正済
みの比の値と、対応する相互作用深さ推定値とを記憶する参照テーブル（ＬＵＴ）をさら
に含み、
　前記信号処理ユニットが、感知されるルミネセンスの比を感知されるルミネセンスの前
記較正済みの比と比較し、前記ＬＵＴに記憶された前記対応する相互作用深さ推定値のう
ちの１つを決定された相互作用深さ推定値として使用することによって、前記相互作用深
さ推定値を決定する、請求項１に記載の光子検出器。
【請求項７】
　感知されるルミネセンスの前記較正済みの比、及び前記対応する相互作用深さ推定値が
、複数の結晶深さに向けられた電子コリメート放射ビームを用いた側方較正に基づき、及
び／又は
　感知されるルミネセンスの前記較正済みの比、及び前記対応する相互作用深さ推定値が
、入射表面較正及び単調変化する比からの深さ分離に基づく、
　請求項６に記載の光子検出器。
【請求項８】
　複数の請求項１に記載の光子検出器と、
　　前記光センサの出力を受信し、
　　応答線（ＬＯＲ）を規定するシンチレーションの同時対を決定し、
　　各ＬＯＲの端部を特定する光子検出器、各ＬＯＲの端部を特定する前記光子検出器の
各シンチレーションの時間値、及び各ＬＯＲの端部を特定する各光子検出器の相互作用深
さを特定し、
　　前記相互作用深さに基づいて各ＬＯＲの端部位置を調節し、
　　前記ＬＯＲを使用して飛行時間再構築を実行して、画像表現を生成する
　１つ又は複数のプロセッサと、
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　生成された前記画像表現を表示するディスプレイデバイスと
　を含む、核医学撮像システム。
【請求項９】
　シンチレータアレイ中の４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーのうちの１つの
シンチレーション結晶バーにおいてある深さで検出された事象の光子を発するステップで
あり、前記４つのシンチレーション結晶バーがそれぞれ、４つの側面と第１の端面及び第
２の端面とを有する長方形プリズムであり、各シンチレーションバーが、別のシンチレー
ションバーの側面にそれぞれ対向する２つの側面を有し、各シンチレーション結晶バーが
、受光したガンマ光子と相互作用するのに応答して光シンチレーションを生成し、前記シ
ンチレータアレイが、前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーの対向する側面
の間にそれらと隣接して配置される第１の平面内に配置される、前記第１の端面に隣接す
る光共有部分及び前記第２の端面に隣接する反射部分を有する第１の層と、前記第１の平
面に直交する第２の平面内に配置され、前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バ
ーの対向する側面の間にそれらと隣接して配置される、前記第２の端面に隣接する光共有
部分及び前記第１の端面に隣接する反射部分を有する第２の層とを含むステップと、
　前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーのうちの前記１つのシンチレーショ
ン結晶バーにおける光子シンチレーションの深さを、平面内に配置されたルミネセンスを
それぞれ感知する光センサのセンサアレイによる、前記４つの実質的に同じシンチレーシ
ョン結晶バーのうち互いに対角線上にあり、かつ前記４つの実質的に同じシンチレーショ
ン結晶バーのうちの前記１つのシンチレーション結晶バーに対向する２つのシンチレーシ
ョン結晶バーの感知されるルミネセンスの比に基づいて推定するステップと
　を含む、光子を検出する方法。
【請求項１０】
　前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーからの前記感知されるルミネセンス
の和に基づいて、前記光子シンチレーションの総エネルギーを決定するステップと、
　前記シンチレータアレイからの前記感知されるルミネセンスに基づいて、前記光子シン
チレーションの時間を決定するステップと
　をさらに含み、
　光センサの前記センサアレイの各光センサが、前記４つの実質的に同じシンチレーショ
ン結晶バーのうちの１つのシンチレーション結晶バーのセンサ端面と結合するようなサイ
ズになっているフォトダイオードのアレイを含み、各光センサが、１つの時間デジタル変
換器（ＴＤＣ）に接続され、前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーのそれぞ
れが、前記センサアレイの４つの光センサと結合される、請求項９に記載の光子を検出す
る方法。
【請求項１１】
　前記光子シンチレーションの前記深さを推定する前記ステップが、前記４つの実質的に
同じシンチレーション結晶バーの前記１つに対応する、感知されるルミネセンスの前記比
を前記光子シンチレーションの深さの推定値の離散値に関連付ける記憶値を使用する、請
求項９に記載の光子を検出する方法。
【請求項１２】
　各検出された事象について総エネルギー値、時間値及び位置識別子を生成するステップ
であり、前記位置識別子が、前記光子シンチレーションの深さ推定値、及び前記４つの実
質的に同じシンチレーション結晶バーのうちの前記１つのシンチレーション結晶バーの位
置を含むステップと、
　生成した前記総エネルギー値、時間値及び位置識別子をリストモード非一時的コンピュ
ータメモリに記憶するステップと
　をさらに含む、請求項９に記載の光子を検出する方法。
【請求項１３】
　前記４つの実質的に同じシンチレーション結晶バーのそれぞれについて、前記４つの実
質的に同じシンチレーション結晶バーのうち互いに対角線上にあり、前記４つの実質的に
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同じシンチレーション結晶バーのうちの前記１つのシンチレーション結晶バーに対向する
前記２つのシンチレーション結晶バーからの感知されるルミネセンスの較正済みの比、及
び対応する相互作用深さ推定値の値を、参照テーブルに記憶するステップをさらに含み、
　前記光子シンチレーションの前記深さを推定する前記ステップが、感知されるルミネセ
ンスの前記比を感知されるルミネセンスの前記較正済みの比と比較し、前記光子シンチレ
ーションの推定深さとして、前記参照テーブルからの前記対応する相互作用深さ推定値の
うちの１つを使用する、請求項９に記載の光子を検出する方法。
【請求項１４】
　感知されるルミネセンスの前記比、及び前記対応する相互作用深さ推定値を、第１の側
面の反対側の第３の側面及び第２の側面の反対側の第４の側面のうちの少なくとも１つに
沿ってセンタリングされた複数の結晶深さに向けられた電子コリメート放射ビームを用い
た側方較正に基づいて較正するステップと、
　前記第１の側面の中心に向けられた放射線を使用した前方較正に基づいて、感知される
ルミネセンスの前記較正済みの比、及び前記対応する光子シンチレーション深さ推定値を
妥当性検査して、光子シンチレーション深さ及び対応する感知されるルミネセンスの妥当
性検査比の分布を生成するステップと
　をさらに含む、請求項１３に記載の光子を検出する方法。
【請求項１５】
　ガンマ光子検出システムであって、
　　それぞれが２つの隣接するシンチレーション結晶と部分的に光学的に結合された４つ
のシンチレーション結晶であり、各シンチレーション結晶が、前記２つの隣接するシンチ
レーション結晶のうちの一方とは、入射端に隣接する光を選択的に通過させるように光学
的に結合され、前記２つの隣接するシンチレーション結晶のうちの他方とは、光センサ端
に隣接する光を選択的に通過させるように結合され、前記シンチレーション結晶が、ガン
マ光子と相互作用するのに応答して光を発する、４つのシンチレーション結晶、及び
　　前記シンチレーション結晶の前記光センサ端と光学的に結合された光センサ
　をそれぞれ含む、撮像対象の被検体を受ける撮像領域の周りに配置された複数のガンマ
光子検出器と、
　発光している前記シンチレーション結晶内でガンマ光子との前記相互作用が起こる深さ
を、前記発光している結晶と部分的に光学的に結合された前記２つのシンチレーション結
晶と光学的に結合された前記光センサの出力信号の比から決定する、前記光センサと接続
された１つ又は複数のプロセッサと
　を含む、ガンマ光子検出システム。
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